
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

NO．2５１ 201９年４月号       はつかいち市民図書館 

（201９年４月１日発行)        電話（0829）20-0333 

                    廿日市市下平良 1-11-1 

ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

 

＊ 今月の展示 ＊ 
《中央展示》 

 『春のパンの本まつり』 

 あんパン、カレーパン、ジャムパン、メロン

パン…あなたの好きなパンは何ですか？ お

いしいパンにまつわる資料を集めて展示して

います。 

《企画展示》 

『包む・贈るスペシャリスト本』
 

喜んでもらいたい、お祝いや感謝の気持ちを伝

えたい、気の利いた手みやげを渡したい…。 

そんな時にちょっとした工夫やコツなどが分

かる本を展示しています。 

 はつかいち市民図書館には、廿日市市内の市民センター

から発行されている「市民センターだより」を閲覧できる

コーナー（雑誌架⑥）があります。 

また、コーナーの下の段にある最新号の「市民センター

だより」はお持ち帰りいただけます。（数に限りがあるた             

め、お一人につき 1 部まで） 

 

それぞれの地域の情報収集に 

役立ちますので、ぜひチェック 

してみてくださいね！ 

《テーマ展示》 

『発達障害との出会い』
 

毎年４月２日は「世界自閉症啓発デー」、４月２日～８日は発達障害啓発週間です。発達障害に

ついて知り、理解することは、だれもが幸せに暮らすことができる社会の実現につながります。 

自閉症・発達障害啓発のシンボルカラーは“ブルー（青）”です。廿日市市でも、啓発週間中の

４月２日（火）～８日（月）は新宮中央公園にて、“ブルー”でライトアップをおこないます。 

お持ち帰りいただける 

「市民センターだより」 

はここにあります。 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく入った本（一般書） 

図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 
 
 

『できる大人は知っている!雑学無敵の 237』話題の達人倶楽部／編 青春出版社 049/ﾃ 

『人を動かす「色」の科学』松本英恵／著 SBクリエイティブ S141.2/ﾏ 

『ナチスから図書館を守った人たち』 

デイヴィッド・E.フィッシュマン／著 羽田詩津子／訳 原書房 238.8/ﾌ 

『図解 2 時間でわかる!はじめての家族信託』宮田浩志／著 クロスメディア・パブリッシング 324.8/ﾐ

『データは騙る』ゲアリー・スミス／著 川添節子／訳 早川書房 417/ｽ 

『介護現場で使える急変時対応便利帖』介護と医療研究会／著 河村雅明／監修  翔泳社 493.1/ｶ 

『今あるもので「あか抜けた」部屋になる。』荒井詩万／著 サンクチュアリ出版 597/ｱ 

『はじめてのボックス水耕栽培』岡部勝美／著 講談社 626.9/ｵ 

『日本語教育よくわかる教授法』小林ミナ／著 アルク 810.7/ｺ 

『夏井いつきの美しき、季節と日本語』夏井いつき／著 ワニブックス 816.6/ﾅ 

『傲慢と善良』辻村深月／著 朝日新聞出版 F/ﾂ 

 

 図書館の本を借りるには「 」

が必要です。 

利用カードは廿日市市に居住・通学・通勤してい

る方、または広島広域都市圏に居住の方であれば作

ることができます。 

申し込みの際には、運転免許証・保険証など住所

が確認できるものをお持ちください。 
  

 ≪貸出日数・期間≫ 

図書8 冊 視聴覚資料3 点 2 週間 
  

※予約が入っていなければ、本人に限り貸出期間を 

１回だけ延長することができます。 

窓口または電話でお問い合わせください。なお、 

パスワードを申請していればＨＰから延長手続き 

をすることもできます。 

Q 子どもの利用カードを作れますか？ 
 

A ０歳から利用カードを作ることができます。 

   登録されるお子様のお名前とご住所が確認できる 

もの（保険証など）を持ってお越しください。 

 

Q 広島市など他の市町の利用カードで本を借り 

ることはできますか？  
 

A 他市町の利用カードはご利用いただけません。 

  広島広域都市圏に居住の方は、はつかいち市民図 

書館の「図書館利用カード」を作ることができま 

すので、カウンターでご相談ください。 

  

❀╹◡╹)ﾉﾞ 

 



  

柿本幸造 絵本の世界 いざ、みらさかへ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童図書館員Gは一足早く、2018年秋に武蔵野市立吉祥寺美術館で開催さ

れた「柿本幸造の絵本の世界」を鑑賞してきました。そこでは初めて目にする 1950年

代の初期作品（日産自動車のカレンダーや月刊絵本『よいこのくに』、『ひかりのくに』

の挿絵など）がたくさんあり、大興奮！ あー何度でも見たい、と後ろ髪を引かれる思

いで東京を後にしてから約半年…。なんと広島で見ることができるとは（涙）。。。 

そして三良坂平和美術館では、広島での展示ならではの貴重な作品もあるとのこと。

約280点（会期中展示替えあり）にも及ぶ作品の数々を一度と言わず二度三度と、

ぜひ思う存分味わってください。 

はつかいち市民図書館でも、児童新刊コーナー横に柿本幸造さんの本を集めて展

示しています。こちらも併せてお楽しみください。 

 

 

 

 

こ ど も の ほ ん 

柿本幸造 絵本の世界 いざ、みらさかへ 
2019 年４月 6 日～６月 2 日 三良坂平和美術館 

【開館時間】9：00～17：00 【休館日】毎週月曜日（４月 29日、５月6日は開館） 

入館料やアクセスなどの詳しい情報は、館内のポスター、チラシや三良坂平和美術館の HP 等でご確認ください。

https://www.mirasaka-heiwa.jp/ TEL：0824-44-3214 

 

 

 

1915 年に広島県高田郡吉田町（現・安芸高田市）に生まれ、20 歳で上京して広告会社に就職。39 歳の時、月刊

絵本『よいこのくに』に挿絵が掲載されたのをきっかけに、子どもの本の絵を描くようになりました。そして 52歳の

時に『どんくまさん』、66歳の時に『どうぞのいす』を出版し、83歳で亡くなるまで自然豊かな鎌倉の自宅でたくさ

んの作品を描きました。 

 

柿本幸造ってどんな人？ 

「どんくまさん」シリーズや『どうぞのいす』でお馴染みの絵本の絵を描いています。 
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『きょうがはじまる』 
ジュリー・モースタッド/作 石津ちひろ/訳 BL

出版 E/ﾓ 

 「さあ、おきるじかん！ きょうはなにをしよ

う？」 

まずは何を着るか決めなくちゃ。しましまシャ

ツ、オーバーオール、むぎわらぼうし、きもの、

それとも…ニンジャマスク？ どれにする？ 服

を決めたら、髪型はどうしよう。おかっぱ、ちょ

っとくしゃくしゃ、てっぺんむすび、のばしっぱ

なし、ハードモヒカンにしてみてもいいかも。 

朝、起きてからはじまる今日という日。夜にな

ってねむるまでに、いろんなことを自分で選ん

で、何をするか考えて過ごします。「明日は何を

しようかな？」とわくわくさせてくれる絵本で

す。 

『ウィリーのぼうけん』 
マーガレット・ワイズ・ブラウン/さく 上條由美

子/やく 広野多珂子/え 福音館書店 933/ﾌ 

 ウィリーは、いっしょにあそべる本当のどうぶ

つがほしいと思って、たくさんのどうぶつがい

る、いなかのおばあちゃんに電話をしました。す

るとおばあちゃんは「うちのなかでかえる、小さ

いどうぶつがほしいんだね」と聞き、「ミューミ

ューってなくのを１ぴき、おくってあげるから、

あしたのおひるごろ、まどのところで、みててご

らん」と言います。 

 次の日は朝から雨。ウィリーが外を見ている

と、小さな箱が届きました。さて、中身は？ 

 このほかにも２話入った全３話の童話集です。 



 

◎ちいさいこのためのおはなし会 

【対象】乳幼児 

【時間】1回目 1０時３０分～ 

2回目 11時～ 
 

※整理券をお渡ししています。 

相談カウンターにお申し付けください。 

 

☆おはなし会 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～ 

 

駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関を利用してください。 

問合せ：はつかいち市民図書館 TEL（0829）20-0333 

駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関を利用してください。 

問合せ：はつかいち市民図書館 TEL（0829）20-0333 

 

はつかいち市民図書館では、廿日市市内に活動拠点のある団体（読み聞かせボランティア・ 

学校・市民センター・児童会等）に団体貸出を行っています。 

利用をご希望の方はカウンターにおたずねください。 
 

貸出対象  廿日市市内で読書活動を行う団体 

貸出期間   ２ヵ月   貸出冊数  ２００冊（※視聴覚資料は個人視聴用なので貸出できません） 
 

また、既にご登録いただいている団体の方には、毎年４月１日以降に利用登録の更新手続きを 

お願いしています。カウンターにある「平成 31 年度団体貸出利用申込書」にご記入の上、提出 

してください。 

 

※利用カードを紛失した場合はご相談ください（カードの再発行は申し出があった日から２週 

間後以降に発行します）。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
団
体
の
種
類 

公立学校・保育園・ 

市民センター等公共施設 

私立学校・福祉施設・民間 

施設等拠点のある一般団体  

読み聞かせボランティア、 

読書会等の一般団体 

 
必
要
な
印 

角印または代表者印 代表者印 代表者印 

 
必
要
な
も
の 

児童館等の場合、本の所在が確

認できる人の身分証明書を確

かめることがあります。 

施設の所在地が確認できる

もの（郵便物等） 

代表者の住所が確認できるもの 

（免許証・保険証・郵便物等） 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

◎ 

６ 

 

７ ８ ９ １０ １１ １２ 

 

１３ 

☆ 

１４ １５ １６ 

 

１７ １８ １９ 

◎ 

２０ 

 

２１ 

 

２２ 

 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 

休館 

２６ 

 

２７ 

☆ 

２８ 

 

２９ 

 

３０ 

 

 

 

   

４月の図書館カレンダー 

 ※場所は図書館会議室です。 

 


